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となり，収量は 6.69t/10aで他の播種機よりも 1.2倍増加した．また，間引き作業時間は 2.3s/株で，真空式播種
機の 4.2s/株と比較して約半分程度に減少し，間引き作業を簡略化できることが判明した． 
本研究により、ベルト式播種機における播種間隔精度を低下させる要因が明らかになり，その結果に
基づき簡単な構造で播種間隔精度の高い二段ベルト式搬送機構を考案し、二段ベルト式播種機を開発した．
さらに，間引き作業を簡易にするために，狭い間隔の条間で正確な間隔に点播できる二段ベルト式狭条
点播機を開発し，これにより収量を低下させずに間引き作業を簡略化できることを明らかにした。今後、
播種機の市販化を目指すとともに、わが国の露地野菜生産の安定・省力・低コスト生産に寄与すること
が期待できる。 
